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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公開番号】特開2018-5043(P2018-5043A)
【公開日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2016-133469(P2016-133469)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/10     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/04     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月13日(2018.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ装置の物体側に着脱可能に配置され、該レンズ装置の焦点距離を短焦点距離側に
シフトさせるワイドアタッチメントであって、負の屈折力を有する１枚のメニスカス形状
のレンズからなり、該レンズは非球面を有し、非球面の場合にはレンズ頂点と最大有効径
を通る球面を曲率半径と定義し、該レンズの物体側の面の曲率半径をｒ１、像側の面の曲
率半径をｒ２、前記レンズを構成する材料のｄ線に対する屈折率をｎｄとしたとき、
　　－５．２＜－（ｒ１＋ｒ２）／（ｒ１－ｒ２）＜－１．３
　　１．５０＜ｎｄ＜１．５３
なる条件式を満足することを特徴とするワイドアタッチメント。
【請求項２】
　前記非球面の非球面量を該非球面のレンズ頂点と最大有効径を通る球面と該非球面との
光軸に沿った距離とし、該非球面のレンズ有効径の４割、７割、９割における非球面量を
Δ４、Δ７、Δ９とするとき、
　　０．１０＜｜Δ４／Δ７｜＜０．８０
　　０．２０＜｜Δ９／Δ７｜＜１．６０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のワイドアタッチメント。
【請求項３】
　前記非球面は周辺部にゆくに従って負の屈折率が弱くなる非球面形状である、ことを特
徴とする請求項１または２に記載のワイドアタッチメント。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のワイドアタッチメントと、
　前記ワイドアタッチメントが物体側に着脱可能に装着されるレンズ装置と、
を有することを特徴とする撮影レンズ。
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【請求項５】
　前記レンズ装置の焦点距離をｆｍｗ、前記ワイドアタッチメントの焦点距離をｆａとす
るとき、
　　－０．３００＜ｆｍｗ／ｆａ＜－０．０１０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項４に記載の撮影レンズ。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の撮影レンズと、該撮影レンズによって形成された光学像を受
光する撮像素子を有する撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明のワイドアタッチメントは、レンズ装置の物体側に着脱可能に配置され、該レン
ズ装置の焦点距離を短焦点距離側にシフトさせるワイドアタッチメントであって、負の屈
折力を有する１枚のメニスカス形状のレンズからなり、該レンズは非球面を有し、非球面
の場合にはレンズ頂点と最大有効径を通る球面を曲率半径と定義し、該レンズの物体側の
面の曲率半径をｒ１、像側の面の曲率半径をｒ２、前記レンズを構成する材料のｄ線に対
する屈折率をｎｄとしたとき、
　　－５．２＜－（ｒ１＋ｒ２）／（ｒ１－ｒ２）＜－１．３
　　１．５０＜ｎｄ＜１．５３
なる条件式を満足することを特徴とする。
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